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東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 6 号　2020
表 1．鑑賞学習自己評価尺度の因子分析結果（回転後の因子パターン）と基礎統計量








  Ⅰ   Ⅱ   Ⅲ h 2 　　M 　　 SD
Ⅰ　鑑賞に関する知識・思考（α=.89）
　自分の中に、新しい意味や価値を生みだすように考えます .80 -.22 -.03 .42 1.93 1.08
　作品について知ったことや分かったことなどを組み立てるように考えます .75 .00 -.19 .41 1.91 1.03
　形や色、作品の感じなどをつなぎ合わせるように考えます .66 -.07 -.02 .36 2.00 1.12
　観察したことを手がかりにします .64 -.14 .18 .46 2.26 1.16
　作品が、どのような方法でつくられたのかを手がかりにします .64 .14 -.23 .36 2.12 0.99
　作品について分からないことや不思議に思ったことがあると質問したくなります .62 -.04 .02 .36 2.19 1.12
　作品について思ったことや気づいたことがあると発表したくなります .59 .10 -.07 .37 1.97 0.98
　先生や友達の意見を取り入れながら、さらに新しい見方や考え方を提案します .56 -.07 .29 .54 2.23 1.10
　作品について何が分かっていて、何が分かっていないかを整理して考えます .51 .12 .06 .41 2.28 0.99
　作者の表したいことについて考えます .50 .08 .09 .39 2.58 1.07
　作品から受け取る感じや気持ちなどを手がかりにします .46 .22 .00 .40 2.40 1.12
　作品と自分の知っていることを関係づけながら考えます .43 .16 .15 .45 2.52 1.03
　自分の経験を手がかりにします .41 .07 .22 .40 2.07 1.06
　証拠や理由などを大切にしながら自分の考えをまとめます .38 .08 .25 .42 2.10 1.17
Ⅱ　鑑賞に向かう態度（α=.90）
　美術鑑賞は、新しい知識を身に付けるために役立つと思います -.16 .97 .00 .75 2.87 0.97
　美術鑑賞は、新しい考え方を身に付けるのに役立つと思います -.01 .70 -.02 .46 3.02 0.97
　美術鑑賞は、かいたりつくったりすることに役立つと思います -.19 .69 .07 .38 3.06 0.93
　美術鑑賞で友達から自分の知らなかった知識を得ることが好きです .01 .62 .08 .46 2.41 1.09
　みんなで話し合うことによって、作品の意味や価値は変わると思います -.07 .61 .08 .37 2.81 1.14
　自分の意見や考えは、まわりの人にとっても大切だと思います .16 .61 .00 .52 2.54 1.10
　美術鑑賞は、私たちや社会にとって大切なものだと思います .16 .60 -.05 .47 2.61 1.13
　できるだけ自分自身で考えます .07 .58 -.13 .31 2.84 1.02
　美術鑑賞は、日本や外国の様々な文化を知ることに役立つと思います -.06 .51 -.02 .21 3.05 1.05
　作品についての友達の意見は、あくまでひとつの考え方だと思います .21 .47 -.05 .35 2.61 1.16
　作品について、できるだけ、よりよい意見を発表しようと思います .20 .42 .09 .40 2.29 1.08
　作品についての友だちの意見は「すごいな」とか「面白いな」と思います .18 .38 .13 .38 3.20 1.02
　みんなで見ると、考え方や感じ方がたくさん出るのが好きです .21 .31 .27 .48 2.57 1.15
Ⅲ　鑑賞に関する知識・思考調整（α=.82）
　作品についての先生や友達の説明、自分の考えなどを比べながら考えます -.09 -.18 1.02 .74 2.59 1.06
　自分の意見だけでなく、友達の意見も参考にしながら考えます -.08 -.05 .82 .55 3.03 1.05
　色を手がかりにします -.04 .15 .56 .40 3.24 1.00
　形を手がかりにします -.12 .23 .52 .37 2.85 1.03
　よく分からないときは、じっくりと作品を見直します .09 .13 .46 .39 3.04 1.00
　意見を発表するときには、心の中でもう一度考え直します .08 .08 .38 .25 2.86 1.04





Ⅰ Ⅱ h 2 　　M 　　 SD
Ⅰ　課題志向（α=.71）
.74 .02 .58 2.73 1.12
.74 .02 .57 2.57 1.18
.55 .08 .36 1.98 1.01
.43 -.12 .14 3.03 1.08
-.10 .92 .73 2.61 1.11
-.06 .55 .27 2.95 1.09
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   鑑賞に関する知識・思考  鑑賞に向かう態度  鑑賞に関する知識・思考調整 
 M SD r pr  r pr  r pr 
鑑賞活動の選好性           
課題志向 2.58 0.80 .58**  .20*    .64**  .36***  .48**  .07   
対話志向 2.68 0.89 .52**  .04    .61**  .34***  .54**  .27**  
メタ認知 2.90 0.68 .47**  -.01    .58**  .33***  .55**  .24**  
注）r は相関係数を，pr は偏相関係数を示す．*p<.05 **p<.01 ***p<.001 
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な 方 策 等 に つ い て （ 答 申 ） 」 ，
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo
0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.
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